
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

谷
間
に
な
る
五
月
一
日
、
第

ハ
九
回
の
メ
ー
デ
ー
が
行
な

わ
れ
港
合
同
も
恒
例
に
な
っ

た
「
港
地
域
メ
ー
デ
ー
」
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

春
闘
も
終
盤
に
な
っ
た
四

月
三
日
に
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
会
を
開
催
し
て
、
今
年
の

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
そ

し
て
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
鉢

巻
」
に
印
す
九
項
目
の
タ
イ

ト
ル
を
決
定
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

昨
年
と
一
緒
の
「
諸
悪
の
根

源
安
倍
を
倒
そ
う
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
横
断
幕
は
、
昌
一
金
属

支
部
に
お
願
い
し
、
休
日
を

返
上
し
て
「
日
朝
友
好
な
に

わ
の
翼
訪
朝
団
」
の
横
断
幕

と
共
に
作
成
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。

と
り
わ
け
「
な
に
わ
の
翼

訪
朝
団
」
の
横
断
幕
は
、
朝

鮮
全
域
の
先
々
で
広
げ
ら
れ

朝
鮮
の
民
衆
か
ら
暖
か
い
連

帯
を
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年

は
特
に
「
南
北
首
脳
会
談
」

と
い
う
、
歴
史
的
な
融
和
の

一
歩
が
刻
ま
れ
た
時
だ
け
に
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
訪
朝
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
港
地
域
メ
ー
デ
ー

は
、
Ｓ
執
行
委
員
が
司
会
を

担
当
し
、
主
催
者
の
港
合
同

中
村
委
員
長
・
Ｎ
Ｐ
О
み
な

と
Ｔ
代
表
理
事
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
来
賓
と
し
て

朝
鮮
総
聯
西
大
阪
支
部
沈
基

鳳
委
員
長
か
ら
連
帯
の
挨
拶

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
Ｈ
副
委
員
長
か
ら
基
調

提
起
が
お
こ
な
わ
れ
、
今
国

会
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
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諸悪の根源、安倍を倒そう！



「
働
き
方
改
革
法
案
」
の
欺

瞞
性
に
付
い
て
丁
寧
な
説
明

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
で
、
基
調
提

起
を
採
択
し
、
昌
一
金
属
支

部
Ｋ
委
員
長
の
力
強
い
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
の
後
、

み
な
と
通
り
を
約
一
時
間
、

Ｎ
Ｐ
О
み
な
と
の
会
員
も
参

加
し
て
元
気
よ
く
「
安
倍
総

理
は
退
陣
せ
よ
」
の
コ
ー
ル

を
挙
げ
な
が
ら
行
進
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

到
着
後
は
、
メ
ー
デ
ー
宣

言
を
提
案
の
後
、
各
分
会
か

ら
の
近
況
報
告
を
受
け
な
が

ら
Ｋ
南
労
会
支
部
委
員
長
か

ら
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め

く
く
り
二
部
の
交
流
会
に
臨

み
ま
し
た
。

委
員
長

中
村

吉
政
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朝鮮総聯西大阪支部の沈基鳳委員長 原田副委員長の基調提起

集会後の交流会で地ビールと屋台が並ぶお試しで「憲法ビンゴ」にチャレンジ



一
九
八
六
年
五
月
一
日
、

ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
は
「
八

時
間
を
仕
事
に
、
八
時
間
を

休
息
に
、
八
時
間
を
自
分
た

ち
自
身
の
た
め
に
」
と
訴
え

ゼ
ネ
ス
ト
に
立
ち
あ
が
っ
た
。

こ
の
闘
い
が
メ
ー
デ
ー
の
起

源
で
あ
る
。
世
界
の
労
働
者

の
流
血
の
闘
い
を
も
っ
て
国

際
的
な
標
準
労
働
時
間
と
し

て
確
立
さ
れ
た
八
時
間
労
働

制
は
、
日
本
で
は
敗
戦
後
初

め
て
労
働
基
準
法
に
明
記
さ

れ
た
。

今
、
八
時
間
労
働
制
が
危

な
い
。
今
国
会
を
「
働
き
方

改
革
」
国
会
と
ぶ
ち
上
げ
た

安
倍
首
相
は
、
裁
量
労
働
制

拡
大
の
た
め
の
デ
ー
タ
ー
改

ざ
ん
に
も
頬
か
む
り
し
た
ま

ま
、
野
党
欠
席
の
ま
ま
、
偽

り
の
「
残
業
規
制
」
「
同
一

労
働
同
一
賃
金
」
で
偽
装
し

た
「
働
き
方
（
＝
働
か
せ
方
）

改
革
法
案
」
の
審
議
入
り
を

強
行
し
た
。
労
働
時
間
規
制

を
無
く
し
、
低
額
・
定
額
の

働
か
せ
放
題
を
合
法
化
し
、

過
労
死
を
促
進
し
、
労
働
者

を
奴
隷
化
す
る
稀
代
の
悪
法

で
あ
る
。
絶
対
に
阻
止
し
よ

う
。非

正
規
労
働
者
は
二
〇
〇

〇
万
人
を
越
え
、
年
収
二
〇

〇
万
円
以
下
の
労
働
者
が
四

人
に
一
人
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
が
で
き
な
い
青
年
層

が
増
え
つ
づ
け
少
子
化
が
進

み
人
口
は
減
少
に
転
じ
て
い

る
。
八
時
間
働
け
ば
当
た
り

前
に
生
活
で
き
る
社
会
を
取

り
戻
そ
う
。

森
友
・
加
計
疑
獄
、
公
文

書
改
ざ
ん
、
防
衛
省
日
報
隠

し
、
財
務
官
僚
に
よ
る
パ
ワ

ハ
ラ
と
あ
い
つ
ぐ
被
害
女
性

攻
撃
発
言
な
ど
、
国
政
・
国

有
財
産
を
私
物
化
し
、
人
事

権
で
官
僚
組
織
を
支
配
し
、

権
力
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て

き
た
「
安
倍
一
強
」
政
治
か

ら
溜
ま
り
に
溜
ま
っ
た
膿
が

噴
出
し
て
い
る
。
盗
人
猛
々

し
く
全
て
の
責
任
を
官
僚
に

な
す
り
つ
け
て
逃
げ
切
る
こ

と
な
ど
到
底
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
徹
底
的
に
追
及

し
、
今
こ
そ
諸
悪
の
根
源
―

安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込

み
、
安
倍
九
条
改
憲
策
動
の

息
の
根
を
止
め
よ
う
。

四
・
二
七
南
北
首
脳
会
談

に
世
界
が
注
目
し
、
ど
れ
ほ

ど
の
人
が
感
涙
に
む
せ
ん
だ

こ
と
か
。
朝
鮮
戦
争
の
終
結
、

南
北
の
和
解
と
民
族
統
一
の

悲
願
に
大
き
な
希
望
の
灯
が

と
も
っ
た
。
パ
ク
ク
ネ
政
権

を
打
倒
し
た
韓
国
キ
ャ
ン
ド

ル
市
民
革
命
と
、
こ
れ
に
呼

応
し
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
の
決
断
が
今
、
世
界

史
を
動
か
し
て
い
る
。

日
本
政
府
は
「
最
大
限
の

圧
力
」
―
戦
争
挑
発
を
直
ち
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( ３ )



に
中
止
せ
よ
。
高
校
無
償
化

排
除
な
ど
在
日
へ
の
差
別
を

止
め
よ
。
侵
略
と
植
民
地
支

配
、
南
北
分
断
へ
の
加
担
と

い
う
自
ら
の
過
去
を
反
省
的

に
踏
ま
え
、
朝
鮮
半
島
の
和

解
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た

め
に
、
誠
実
な
外
交
努
力
を

開
始
せ
よ
。
そ
の
中
で
し
か

「
拉
致
問
題
」
の
解
決
も
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

う
す
れ
ば
戦
争
法
も
、
九
条

改
憲
も
、
米
軍
基
地
も
、
辺

野
古
基
地
建
設
も
、
自
衛
隊

基
地
も
、
米
軍
と
自
衛
隊
の

一
体
化
も
要
ら
な
い
で
は
な

い
か
。
軍
事
で
「
国
民
の
命

と
暮
ら
し
」
は
守
れ
な
い
。

秘
密
法
、
共
謀
罪
も
廃
止
し

市
民
の
自
由
を
保
障
せ
よ
。

「
戦
争
す
る
国
」
は
福
祉
を

削
り
、
税
金
は
戦
費
に
消
え

る
。
他
国
に
行
っ
て
殺
す
の

も
、
殺
さ
れ
る
の
も
、
戦
争

を
始
め
る
権
力
者
で
は
な
く

自
衛
隊
員
、
労
働
者
市
民
だ
。

誰
も
責
任
を
と
ら
ず
、
被

災
者
・
被
曝
者
を
「
棄
民
」

と
し
、
原
発
再
稼
働
、
原
発

輸
出
に
つ
き
進
む
安
倍
政
治
、

電
力
会
社
を
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
原
発
再
稼
働
・
輸

出
を
止
め
ろ
！
全
て
の
原
発

を
廃
炉
に
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
転
換
せ
よ
。

松
井
―
大
阪
維
新
は
官
邸

と
つ
る
ん
で
森
友
学
園
八
億

値
引
き
と
認
可
に
加
担
し
た
。

大
阪
市
廃
止
の
住
民
投
票
を

断
念
さ
せ
、
大
阪
の
政
治
か

ら
退
場
し
て
も
ら
お
う
。
万

博
も
カ
ジ
ノ
も
要
ら
な
い
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

公
務
員
の
団
結
権
を
復
権
さ

せ
よ
う
。

暮
ら
し
と
命
が
第
一
！

社
会
保
障
解
体
を
許
さ
ず
、

安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
戦
争

と
改
憲
を
止
め
よ
う
。

港
合
同
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な
と

は
地
域
住
民
と
の
連
携
、
国

境
を
越
え
た
労
働
者
・
市
民

の
連
帯
を
求
め
、
平
和
・
人

権
・
福
祉
の
た
め
に
闘
う
。

以
上
、
宣
言
す
る
。

二
〇
一
八
年
五
月
一
日

第
八
九
回
港
地
域
メ
ー
デ
ー

参
加
者
一
同
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( ４ )

毎
年
恒
例
の
南
大
阪
平
和

人
権
連
帯
会
議
が
主
催
す
る

沖
縄
現
地
学
習
会
が
、
今
年

は
六
月
一
日
（
金
）
～
三
日

（
日
）
の
日
程
で
取
り
組
ま

れ
ま
す
。
団
全
体
で
十
九
名
、

港
合
同
か
ら
四
名
が
参
加
し

ま
す
。

米
軍
に
よ
る
事
件
・
事
故

の
続
発
、
圧
倒
的
な
反
対
の

意
志
を
無
視
し
て
強
行
さ
れ

る
辺
野
古
新
基
地
建
設
、
沖

縄
の
怒
り
に
連
帯
す
る
反
戦
・

反
基
地
の
労
働
運
動
の
闘
い

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
地
学
習
を
通
じ
て
、
沖

縄
の
現
状
理
解
を
深
め
、
今

後
の
運
動
に
活
か
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。


